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全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）と   

CLCは高齢者及び障害者、子どもなどが自立した生活を営むために必要な支援を  

実施する団体や、それらの団体のネットワーク組織を支援することにより、「だれもが  

地域で普通に」暮らし続けることのできる地域社会の実現を目指して、以下の活動を  

行っています。  

1999年夏に任意団体として設立され、2001年2月以降はNPO法人として活動し  
ています。  

（1）ネットワーク支援のために、以下の団体の事務局を担う。   

宅老所・グループホーム全国ネットワーク   

小規模多機能ホーム研究会   

1【柚－k【弓、ノ仁㌧ 了刷寸ノ   

＝小二 削Irノ、佃＝仙く  ■  ′州叶   

明城IJ ′l【J∫伸一‥‘・ハ   ＝  

′＼諒＝j木 IJ∴ j＼√・；プ．て  
1  】′ t川′）■1i一   

－トイしぃノ ′′／、、 い刑叛′卜f′】1【いニ r r ＝   

】11小k′t γ． ト′1∴r，－＝ さ」1′  

（2）相談活動（相談件数 毎月延べ200件程度）   

高齢者（宅老所・グループホームについて）相談   

障害についての相談   

子どもについての相談  

車汗∫kノj′ト晶‘＝りF  し  ノり＝什メさ  

（3）情報の収集・提供  

（4）セミナー両企画・運営  

（5）出版・広報  

（6）調査・研究  

特定非営利活動法人   

全国コミュニティライフサポートセンター   

他出 昌弘  

2000年04月27日 法人設立の発起人会  

2000年07月01日 法人設立総会   

法人名  

代表者  

法人設立までの経過  



法人設立認証  

法人設立登記完了  

2001年01月31日  

2001年02月08日  

〒981－0954   

宮城県仙台市青葉区川平5－3・18－207   

0CLC東京（束京都）  

OCLC関庚（千葉県）  

OCLC中日本・名‾古屋研究センター（愛知県）  

OCLC大阪（大阪府）  

OCLC西日本（岡山県）  

OCLC九州（熊本県）  

主たる事務所  

従たる事務所  

CLCの歴史（▼）＆国の動き（▽）  

y棚弼什・宅楽所明都道府県連絡会が栃木県で発虻  

Ⅲ川；f一日川 栃木県寓備楕ティ7ト・ム越路去か疑好（千石匿、東湖凋、・壕勾＝旦ト「軋島磨ノ工  

し、、t、・姉別1川畑悼しノ】宅青j恒／）確論締聞拍りが」！）‾・／）l－1∴右と「畑八川巾i州調－‡〔う・二（こ．た 

▼t9鮎年・全国初の宅老所の集い開催  

1998年2月、宮城県巨∴∴＝において全国初の宅老所の集いである「全国痴呆」1【高齢者グ／レ  

ープホーム研究交流フォーラム98」を、在やぎ‘圭壱連絡主力、こコ淵い帖M、け（二鮎・■l開催（翌  

年から「全国宅老所・グループホーム研究交流フォーラム」と改名し年1回開催）。定員400  

人に対し全国から800人もの参加を得て、草の根で始まった “地域密着・小規模・多機能”  

な宅老所の意義や認知症ケアについて語り合う。 丹仲川■叱、甘tJJk町）■、王台「恒ハ十宜lr批Ii二  

▼用99年▼l几毛老所・グルーープホーム全国ネットワ剛ク量 発足  

フォーラムを通じて知り合った実践者たちが手を結び、1999年1月、「宅老所・グループ  

ホーム全国ネットワーク」（以下、宅老所全国ネット）を発足。研修や情報交換、相談、調  

査・研究・社会的提言活動を行う。2000年の介護保険「ノハ施行により、多くの宅老所がN  

PO法人格などを取得し、介護保険事業者として参入。  

▼宅老所フ／巨rブムから‡特養・老健巾医療施設ユニットケア桝究会j発よlき  

1999年2月、宮城県仙∴‥で開かれた第2回「全国宅老所・グ′レープホーム研究交流フォ  

ーラム99」の分科会にて、特別養護老人ホームや老人保健施設などで入居者を小グループ  

に分けて固定配置した職員と生活をともにする宅老所的な“ユニットケア”が提唱され、  

反響を呼ぶ。同年春には「特養・老健ユニットケア研究会」が発足∫′、ド t川・？仰－  

り章帖，  11jいl   ノ′い〔〕  

▼C L C充昆  

宅老所やユニットケアの社会的反響を受けて、これらの事務局を担い、かつ、ケア現場で   



の先駆的な取り組みを発掘し広めるために、1999年夏、CLCが設立される。  

▼1’第1回ユニットケア全国セミナー」開催  

1999年10月、福島県描出■i一にて全国初の「特養・老机′ニットケア全国セミナー」が開  

催される（その後「ユニットケア全国セミナー」と改名して年1回開催）。∫ ソトし－′l   

．≠｛′）川、′仁亡j代：‾ 車＝1（椚†＼．りしト丹十巨一－H川）八一′ノて′、仙‘い  ノ。  

V特養で全室個室▼ユニットケアが制度化  

2000年には、卜Lj・【トニ ′■ル  ノ ′  卜」r．仙仙，j■よノt佃仙1いL′う．汀∴け川・仙川川二「仰油－  

い頼 ′＼）1－。二川じ∵＝＝∴ 二■F桂 一十“廿」t‥  トノ′′′・制トリニ什∵・／＝ノ  

▼共生ケアの提唱  

2000年2月、宮城県仙い車で開かれた第3回「全国宅老所・グループホーム研究交流フォ  

ーラム』‖＝り にて、対象のバリアを超えると題し、子どもから障害者、高齢者などが一つ  

屋根の下で過ごす“共生ケア”が提唱され、反響を呼し（その後、2003年から．・高＝両「∴「丹  

1・】k共生ホーム全国セミナー」を2年に1回開催）。  

▼自分らしいその人らしい地域生活支援こ全国推進セミナ欄の開催  

2000年4月、誰もが地域で普通に暮らせるための実践を掘り起こし、共有する場として「自  

分らしいその人らしい地域生活支援ネットワーク」が発足。「自分らしいその人らしい地域  

生活支′hl二国推進セミナー」を開催ト∴J＝′√・】＝－仙川い。  

▼1ユニットケア全国セミナ仰」に、パネラ岬として7つの県知事が集い  
′  

∵川I巳斗パ「†■けぃ「阜■打直ハい宜ノ：′ 1＝／車ノl′ ′、り一jい・！  王  ′・こ1＝ 1 1  

・  ・  ■・■tトー   

ノ㌧∴ k、1 H甘辛∴1‖川）ノ、、lノ川，りり川射り【1ィLくニ「小 一11  】 ′、叫－トトトト、lト ー  

＼7I、地域サテライトケア」が国の概算要求に欄・・  

二川I巳斗トトリ＋ユ）（）ニ川ノl∴し▲い．1トノ」川り」十‡、仁・，帰り棋＝十里十、 川岬・し＝  ′l－ ′ ′  ′い‖トト＼才，  

▼地域共生型小規模ホー・－ム調査研究会発足  

2002年秋に、「富山型」と●呼ばれ、注目を浴びる「共生ケア」とは何かを探求することを目  

的に、「地域共生型小規模ホーム調査研究会」が発足（その後「地域共生ケア研究会」に改  

名）。   

′半い畑帖牛 ．，．圧仰．l‘‥ 仙．リ」′ノ）り ′  j【∵ jr ノ）．仙㌧仙＝■」＝  

2002年度後半から2か年にわたり、宅老所などの′卜し州1粧mノ′  、′’L ノト  ′・  

‥1．rJl＝・j‥ ′ 帖．く川j ′ ‥ ′の今後の可能性についての調査研究事業′／い 国の補  

助金で行われる。  

野川叫いf  ，．ノ′ ′＝lllll l 卜一lけ ＝伸・・klメ  ′I芦   l、卜いJ  弓＝＝侶  

2002年9月、住み慣れた地域で暮らし続けることを施設側から支える手法として、施設の  

機能を地域に分散させる取り組みをしている実践者や研究者が集まり、「地域サテライトケ  

ア推進プロジェクト」が発足。 「地域サテライトケア全国サミット」を開催1）lノ∴トlいl   



関川〉。  

VII11 り ′  ト ‖仁㍑′、】†．i’い／  

2003年1月、介護現場での認知症高齢者へのケアの向上を図り、「バリデーション」を日  

本で普及・啓発するために「日本バリデーション研究会」を設立し、研修会を実施（その後、  

2006年4月にバリデーショントレーニング協会（Ⅵ11idationTrainingInstitllte，Inc本部：  

アメリカ合衆国オハイオ州）の承認を受け、「公認日本バリデーション協会」と改名）。  

Ⅴ′卜j、L．冊；ご′帆iトト ′．仙′11二，′ご侶！i 卜しし．肌／彿川▲′′′ 十日十∵こ ノ川棚  

宅老所の取り組みをモデルとする「小規模多機能ケア」が注目を浴びるなか、2003年春、  

小規模多機能ケアのあり方を探求することを目的に「小規模多機能ホーム研究会」が発足。  

「小規模多機能ケア全国セミナー」を開催する   J†申1川川い。   

・．【■；l，，いl，‖仙J∴」小悠ぃけ∴（ノノ，1刷∫1レIll、‖－＝抽l｝Ⅲ1t．、lミ ‖ ノ、  

2003年6月、厚生労働省の老健局長の私的研究会である「高齢者介護研究会」が「2015  

年の高齢者介護」と題する報告書を発表し、今後は認知症ケアを高齢者ケアの標準と位置  

づけ、地域に密着した在宅支援サービスの拠点整備の必要性を捏軋 また、新たに特別養  

護老人ホームを整備する際には、全室個室・ユニットケアを特徴とする新型特養（小規模  

生活単位型特別養護老人ホーム）を楳燕とすることとなった。さらに報告書では、地域分  

散型サテライト拠点の必要性も提唱。  V‥川し・  
」川I．Ll」j上＋吊∴県‖吊＝帖 巨佃ーノノ ノ1  rj l■ 小＝′ J′川川トl∵＝－）   

＝作＝．′Flトヤ ヒ粧  ＝11「砧．－‡  ノ r…トニ」l＝」11 ト！ト■仙川い  

WソIll）トト7＝H伸・じ －ノトト′il、・1，什圧吊l再l ∴い／一 世．・王1：－ト川畑眉■■．川＝…jJイノト＝l   

川【トl申卜′ ・．＝1■∴仁′ －  ＝＝侶▲  

2004年7月、小地域で行われている住民同士の支え合いを基盤とした地域福祉活動を市町  

村単位で実証するセミナーを開催。大分県中津市を皮切りに、兵庫県宝塚市（06年3月）、  

高知県室戸市（07年7月）で催す。   

二川）1’ト＝＝ ≧l守十＝廿卑阜頼パリ‥居1‘汗‖豆車上イい恒′こJ′、l′I、t－1l■  

2006年4月介護保険改正により「地域密着型サービス」が創設され、その一つとして宅老  

所の取り組みをモデルとする「小規模多機能型居宅介護」が制度化される。）「′tJ‖けl11   

小車†ト  州l‾フ．与、】∴【■、1車卜吊≠プ・t心mリ圧」1ル巨サー†伸二∴－ノJ－ こj／ノノ、   

・†＼′さ  

∇二川）「7・l】tl‥卜、ト川畑k刷仙′…．什り  トl∵＝旧作  

▼2007年10月、小・中学校区などの小地域で行われている、住民同士の支え合いを基盤  

とした地域福祉活動が注目を集めているなか、大阪♪軒さ－ト、川ノで「全国校区地域福祉活動サ  

ミット」を開催する。】  、1J′1一   州′潮来＝、トノー1…ノ1ノ1 川川・【・ト＋＝」・lL－  

。、1  ＝H）l）「＼∴ り 伸レノL ＝H）（I／、、「 ‡… り 川ノ巨ノ）∴∴㌣   



▽厚斗．′別勅′古は、平成20年度の概算要求で、このような住民相互の助け合い運動を推進す  

る方針を打ち出】、身・梗な地域において、住民相打／lキニミー合し、運動を促牒し、地」戎におい  

て－え撞定・・巳、彗ヒ「うノ、、畑に対し、軋′キり 串かけをはじ．仇と寸そ福祉活動を活性化サイ′「二  

∫ソ）、地域福祉紳助五井許すむ－㌫別を担うコミュテ 「ソーーー1－＼・′l／リーリー一・をl「川i‘付に配置す  

るセヒ主に、1地点、／う り・兄▲守り活動等（ハ事業÷支」享㌢I‾≡）モナ′l・串基な箪施寸う牒詭計上  

しノ／∴ ヒトニ、L■イ圧：州Jl、社会・・ほ言痙局良し′、J下に【ニノいか小／）地域福祉申ふ川ちに閏十る  

研究壱」か発足しノ一  

Ⅴ叫イl亡l、ノ， し十川）「フ■＝ E，f   
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諜
打
撃
轟
r
迄
 
 

璧
産
兄
無
聖
像
露
繋
 
 

が
整
㌦
弾
‥
絡
も
で
蓮
愚
母
 
 

荒
遍
督
賽
堤
甘
塗
孟
 
 

蟄
l
ま
た
い
ご
た
嵩
 
 

恐
か
雪
い
疲
篭
尊
 
 

藍
瀾
鮮
即
苦
な
 
 

瞥
？
恵
祖
霊
避
電
撃
 
 

♭
衰
む
軋
皇
睾
〕
 
 

て
い
′
慧
‰
轟
で
慧
む
か
ど
 
 

ら
か
咤
墾
昂
間
で
も
洩
 
 

蓮
㌫
恕
つ
で
い
奪
．
 
 
 

凛
や
却
な
組
緩
に
 
 
 

！
プ
ォ
ト
毎
■
ム
凝
期
い
で
も
 
 

警
産
よ
由
患
畳
葡
箋
 
 

ど
ゃ
上
う
雲
量
景
藷
 
 沌

－
 
 
 

で
・
・
ト
て
ー
モ
」
■
〕
い
丁
▲
斥
 
 

艦
澄
」
重
態
た
い
レ
海
 
 

鼠
て
い
琶
確
避
蚤
た
 
 

い
車
・
九
が
巾
と
遍
鶴
患
 
 

苦
い
い
潤
か
＼
－
萬
ね
 
 

遍
轟
打
蔵
に
は
〆
ヨ
、
箪
－
 
 

ち
い
い
帝
空
か
㌍
㌦
。
た
照
射
 
 

蔓
こ
た
灘
で
莞
 
 

撃
か
な
組
織
に
揖
ん
㌦
い
で
 
 

†
、
 
 
 

孟
器
モ
ァ
学
事
穣
 
 

麺
類
京
濫
媛
幕
府
登
 
 

紺
撃
℃
い
養
無
象
紗
 
 

葦
鼻
鞄
「
感
軍
産
 
 

．
］
ト
†
．
モ
r
．
は
、
村
増
山
⊥
」
．
〝
 
 

竪
蒜
嘩
患
選
管
聖
壱
 
 

聖
蜜
障
短
か
射
で
遠
讃
 
 

嘆
聖
顎
堅
悪
評
鼻
毛
添
 
 

r
ヰ
義
こ
垂
舟
k
 
 

恕
鷲
鍵
警
官
車
窓
 
 

箪
萄
開
脚
し
庶
 
 

T
」
轟
什
寮
■
・
右
 
 

翼
坤
経
浮
娘
鞠
忽
 
 

莞
l
ふ
贅
川
誇
り
カ
に
 
 

つ
い
で
乃
研
究
登
腰
彗
恕
郡
 
 

ソ
十
■
i
子
】
ヤ
増
山
L
ヤ
i
↓
・
上
 
 

超
克
て
い
孝
一
M
 
 
㊥
 
 
 

マ
子
亀
五
重
罰
呵
放
展
 
 

墓
い
由
宥
埼
．
 
 

軸
や
駕
篭
P
 
 

ウ
恩
7
1
伊
仙
§
は
H
へ
稗
 
 



そ
こ
蛸
壷
」
す
感
激
穏
碍
警
一
旦
 
 

て
、
こ
甑
だ
…
と
惑
い
空
し
丸
無
 
 
 

敵
は
そ
も
そ
も
二
旛
 

ん
で
琶
－
将
軍
潜
や
慮
舶
哲
だ
け
が
塊
 
 

釣
ら
醜
て
い
晶
こ
た
由
随
不
頁
櫓
だ
L
 
 

議
張
〓
百
雷
腐
畢
遅
番
碧
憲
 
ヽ
 
 

螢
冨
普
茜
雲
璧
讐
ゼ
威
風
㌔
蘇
 
 

化
～
 
 

救
昭
カ
が
よ
晶
米
ち
l
㌢
、
見
え
た
り
 
 

た
い
う
ふ
で
L
長
う
か
＝
そ
扱
が
戦
塵
 
 

所
で
ほ
∵
瀞
繊
巧
凍
鹿
痴
態
蓮
如
障
絢
 
 

が
泣
沈
て
い
て
－
蘭
晃
呼
雷
一
畳
 
 

栄
に
緩
見
え
を
か
ゃ
た
や
河
よ
や
ー
こ
 
 

這
な
宴
潜
頼
る
な
、
と
胤
 
 

り
た
ん
で
ず
徹
 
 
 

そ
こ
で
睦
準
か
ら
、
聴
朋
華
人
 
 
 

磯
舟
濾
督
す
晶
Å
喪
富
せ
尭
瓦
量
壮
敬
 
 

啓
し
で
き
盈
L
た
許
ほ
と
ふ
ゼ
沼
楊
禽
 
 

撃
ほ
ず
づ
と
、
蔑
ヤ
住
み
 
 

慣
九
・
た
他
貞
に
い
た
い
．
媒
族
だ
っ
て
．
 
 

そ
う
息
て
あ
げ
た
い
。
で
も
れ
袈
艶
 
 

だ
け
で
介
沸
し
よ
巧
息
L
て
扱
っ
で
L
 
 

ま
い
、
繭
職
は
施
設
へ
．
と
い
尊
サ
ー
 
 

且
聖
篭
窪
轟
か
チ
苧
箪
す
点
 
 
 

そ
ふ
l
な
と
き
に
掴
藷
つ
た
釣
か
、
「
宅
 
 

墓
所
」
芋
も
璧
－
学
説
瓢
箪
頑
こ
斉
 
 

で
†
r
書
冊
は
、
た
と
え
て
い
え
は
 
 
 

北
塑
町
再
芭
人
恨
で
、
・
汁
葦
 
 

深
と
留
る
霧
射
稲
が
野
中
だ
 
 

を
快
い
．
嘉
亡
零
軍
且
で
丁
、
 
 

の
叢
「
な
い
丸
棒
量
「
施
 
 

設
〓
、
u
な
く
．
草
・
・
＼
は
任
唱
 
 

撃
で
瀾
聴
督
学
ん
だ
経
、
社
会
 
 

魔
漁
協
漁
恕
た
簸
聴
L
て
．
捉
 
 

沖
適
蔓
た
耳
、
擬
卿
Ⅶ
適
 
 
 

地
∑
た
紆
サ
鼻
特
許
 
 

剋
漂
礪
帝
九
ホ
1
ふ
 
 

ホ
ー
ち
で
「
麗
漣
一
を
鹿
え
愚
親
裁
料
 
 

箪
聖
子
よ
鴇
捻
掛
洋
掌
品
－
ペ
ヤ
 
 

ド
の
艶
ぷ
畢
あ
矩
、
先
激
発
が
あ
 
 

持
．
憲
淋
寒
が
あ
り
、
た
い
 
 

呈
登
的
な
「
雄
退
」
で
†
。
岡
鰐
当
 
 

初
隠
、
ヨ
ロ
▲
U
メ
罰
卜
か
あ
慮
下
身
 
 

痴
発
伯
爵
溜
が
…
自
書
崩
け
で
 
 

い
箪
L
た
凋
粘
漫
で
建
濃
く
兇
患
発
僚
 
 

で
ず
．
り
 
で
も
、
藩
の
申
に
・
藁
碍
曙
 
 

弼
に
隠
せ
た
議
ペ
ー
ス
を
棒
ウ
た
ら
、
 
 

こ
時
間
蓋
で
犠
L
い
錦
で
準
若
－
い
り
 
 

た
農
た
り
L
て
い
た
ぉ
ば
あ
各
ふ
が
、
 
 

蕗
ち
遥
い
て
ナ
ー
ナ
ふ
‥
h
晋
、
葺
華
 
 

藩
見
せ
晶
よ
う
に
敬
ア
葦
 
 
 

こ
れ
嚢
て
牽
せ
る
 
 

ん
じ
ゃ
な
い
か
ト
」
見
い
、
緯
律
す
一
今
池
 
 

鴎
に
薫
り
芭
た
沿
拓
齢
潜
 
 

3
人
と
ス
タ
∵
ツ
が
1
人
、
H
ゆ
・
を
巌
 
 

流
で
姓
萱
こ
毒
し
ず
。
こ
れ
が
、
 
 
 

苛
掌
マ
イ
ト
㌢
ア
血
の
ほ
㌢
藍
巧
で
 
 

す
亮
鵜
義
昭
馬
渡
に
、
薯
彗
†
ま
 
 

ぎ
ま
島
骨
滑
－
ナ
す
る
た
め
の
「
疾
」
 
 

温
曹
墾
警
告
遥
軽
量
ご
盟
翌
常
幸
 
 

ど
も
奮
い
ふ
蓮
串
な
か
で
ダ
 
 

7
．
十
る
ん
で
す
亡
 
 
 

サ
サ
テ
ィ
ト
で
は
、
は
設
で
u
聞
こ
 
 

≠
蚤
か
っ
た
り
紆
‰
が
阿
こ
え
蛮
L
た
。
 
 

朝
に
は
脇
め
鳴
経
国
畢
∴
豊
博
・
－
簡
を
 
 

や
ぎ
も
と
塞
が
還
か
ち
帰
爵
 
 

が
聞
こ
え
た
。
最
整
骨
．
㌢
ぶ
㌧
簸
た
渡
 
 

し
商
ぃ
レ
よ
童
憂
思
、
こ
ふ
著
 
 

聞
急
が
ー
町
営
す
り
も
ー
革
混
練
説
 
 

こ
と
に
．
葺
山
中
で
は
何
も
で
さ
す
、
 
 

紺
も
あ
か
ら
な
い
弼
？
た
九
、
と
き
掬
 
 

で
い
た
廃
船
著
廓
¶
由
㌫
淵
駿
蟄
L
た
 
 

野
禽
邸
を
掩
ち
た
甘
虫
凍
猿
ふ
絶
た
け
 
 

地域  
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L
ほ
恵
三
義
 
 
 

痴
轟
明
春
で
尊
ば
か
っ
塵
 
 

ほ
≠
維
に
番
わ
托
る
で
も
▲
ず
ヽ
艇
で
士
 
 

い
鑑
轟
蔦
。
蔽
鋭
ほ
、
「
着
い
額
 
 

田
書
風
て
い
愚
毒
づ
だ
」
と
澱
ん
で
、
 
 

閣
叡
昭
減
数
が
閲
見
意
L
た
通
商
当
浸
 
 

む
ろ
恒
事
と
閏
訝
隕
葦
扱
が
鼻
ふ
噂
に
 
 
 

「
旛
紋
」
が
そ
れ
を
＃
っ
て
い
た
ん
だ
 
 

札
軋
む
た
尊
か
番
れ
蓋
し
た
絆
 
 
 

そ
紘
だ
け
、
じ
ゃ
を
い
㌍
、
窟
せ
漫
だ
 
 

扇
が
嚢
ほ
、
．
蛮
耶
者
の
∵
棄
や
蓬
 
 

と
凝
つ
慰
が
や
普
常
童
顔
り
で
患
た
毎
 
 

だ
と
い
う
エ
と
溢
革
装
哀
蓋
し
璧
 
 
 

た
鼻
ぼ
、
盛
者
が
蔑
み
凝
適
 
 

に
「
免
租
首
と
農
機
打
紐
ダ
イ
サ
1
衰
 
 

ユ
に
い
′
、
七
一
し
J
に
、
重
し
も
、
蓮
だ
 
 

っ
で
整
耶
で
す
雷
心
。
だ
い
た
い
ほ
 
 

棄
て
ー
い
望
も
酌
・
考
に
逝
ね
患
わ
 
 

岬
で
ず
弘
行
ご
ゝ
も
い
な
い
‖
．
だ
か
ら
 
 

紆
か
嘗
な
る
く
 
へ
港
バ
要
燕
群
が
庶
 
 

溌
先
に
止
ま
つ
℃
い
れ
ほ
ー
鶴
ね
た
寵
 
 

漣
ほ
遠
慮
L
て
掃
っ
て
し
辛
リ
u
▼
l
、
⊥
 
 

な
こ
と
が
、
起
き
て
い
た
人
で
†
」
 
 

も
ー
ま
粘
度
も
ほ
∵
稽
澄
東
風
隅
雷
 
 

一
瞥
攣
碁
思
芸
品
ユ
品
？
ト
で
ふ
 
 

ア
L
て
い
賛
す
＝
雷
は
ゝ
甜
丸
を
十
 
 

把
」
か
ら
げ
に
兇
愚
呼
で
ほ
な
′
㌔
 
両
 
 

人
訝
ト
」
り
に
腎
り
警
ふ
う
に
な
豊
 
 

L
た
爵
 
 
 

繍
齢
晋
が
打
ち
中
盤
鋲
泡
丁
門
に
凝
ち
 
 

し
経
け
ら
L
れ
る
仕
組
み
づ
く
∩
一
っ
は
じ
 
 

椚
一
束
L
た
ね
「
東
芝
将
軍
瞥
二
景
道
 
 

＿
し
 
 

轡
、
一
茂
え
∵
鞋
ご
と
に
サ
予
習
イ
を
 
 

蕾
作
つ
て
斗
そ
こ
で
鑑
的
昭
患
者
埠
 
 

ケ
ア
料
骨
董
ふ
で
甘
粕
 
ヂ
寸
叶
－
ピ
式
 
 

ぢ
猟
偽
丸
も
い
垂
ば
∵
泊
ま
量
尤
も
い
 
 

蔑
鞘
登
碍
違
に
閲
す
る
瀾
沸
 
 

・
息
l
ナ
付
け
セ
い
書
す
二
 
 
 

脇
轟
勒
朋
惚
ほ
，
蔚
電
に
啓
転
 
 

L
な
が
ち
塵
の
デ
イ
サ
≧
ど
え
毎
も
 
 
 

甲
声
卜
洗
骨
イ
翌
判
博
し
て
い
声
し
た
 
 

が
．
欝
沙
伊
晋
㌔
艶
穿
ん
が
舟
瀦
 
 

疲
れ
で
困
れ
で
し
寒
？
た
。
㍊
瀞
患
ち
 
 

叩
、
彗
へ
ゝ
、
な
↓
た
の
で
十
が
．
懐
 
 

ほ
泊
塞
か
毎
歩
い
て
艶
浄
碍
サ
ぎ
？
－
 
 

ト
に
適
い
嫉
め
た
パ
二
γ
イ
サ
ー
ビ
筑
を
 
 

聴
い
．
枕
紀
に
応
じ
毒
腺
＆
よ
ぅ
に
 
 

な
り
、
洩
葦
友
軍
L
て
い
草
。
 
 
 

鼻
晋
黒
蓮
態
汚
衝
撃
盈
㌔
祈
願
 
 

づ
き
あ
い
皐
Ⅲ
垂
ユ
誌
。
専
門
の
腐
敗
 
 

が
舟
級
す
る
こ
と
管
掌
恐
 
 

妻
し
た
。
腋
閏
藩
が
撃
た
漁
 
 

は
ー
墜
落
妄
鼻
警
迄
事
蔓
笥
遺
 
 

．
1
ト
華
や
轟
が
十
テ
？
†
十
に
や
∵
て
き
 
 

た
芸
L
て
い
君
す
、
な
 
 
 

漆
Å
だ
汗
や
ゝ
は
な
く
、
家
族
も
首
め
 

し
 
ふ
・
心
か
r
l
二
爪
i
1
．
．
十
．
∴
＝
．
 
 

育
成
う
か
が
t
こ
，
軋
毒
1
鎧
凋
落
で
 
 

せ
㍍
蹄
奉
－
に
拇
胱
て
㌣
瓶
家
族
ば
、
 
 

肇
帝
劇
か
れ
ん
掻
㌻
が
わ
か
 
 

や
に
√
㌔
＼
率
人
山
∬
い
を
上
．
そ
に
、
 
 

蛋
鼎
恕
心
の
た
め
に
腎
め
明
津
I
「
へ
 
 

警
－
淵
現
し
鼻
汁
㌔
酵
浄
鹿
扇
声
甘
綴
 
 

る
ケ
ー
ス
が
勢
い
も
の
で
す
管
し
か
F
㌔
 
 

竿
ア
や
イ
ト
碍
姦
差
ノ
発
規
正
露
地
騒
ご
 
 

と
に
撃
、
震
こ
淵
門
の
幣
劇
が
 
 

畢
態
l
蹄
閲
か
ら
藻
様
轟
い
て
お
 
 

け
ぽ
．
経
み
怖
れ
た
増
減
に
り
藤
樹
の
 
 

と
轟
ま
で
蔑
み
緩
け
ら
尭
萎
ん
で
す
 
 

†
 
‖
■
’
‖
 
ト
 
〓
 
 

罰
醇
半
・
鳩
塊
嗣
 
汁
椀
圭
芋
 
 

る
畳
鼻
梁
が
轟
転
ば
、
家
に
む
六
み
ア
 
 

に
抒
く
L
－
蛙
ん
で
L
慧
う
泉
．
敬
い
る
豊
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著
同
士
の
自
主
的
な
寄
り
合
 
 

い
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
 
 

近
所
の
お
堂
に
所
狭
し
と
高
 
 

撃
が
よ
り
添
っ
て
語
り
合
 
 

っ
て
い
た
。
一
見
害
そ
う
 
 

に
見
え
る
が
、
こ
れ
以
上
間
 
 

が
開
く
と
寂
し
く
感
じ
る
の
 
 

だ
と
い
う
。
近
ご
ろ
急
増
し
 
 

て
い
る
宅
老
所
で
も
、
同
じ
 
 

よ
う
な
話
が
聞
か
れ
る
。
親
 
 

し
く
寄
り
合
う
た
め
に
必
要
 
 

な
空
間
は
肌
が
触
れ
合
う
程
 
 

度
が
最
適
と
い
う
こ
と
ら
し
 
 

ヽ
l
二
8
 
 

し
 
 
 

ま
た
、
地
域
で
の
助
け
合
 
 

い
活
動
に
参
御
す
る
足
尾
町
 
 

の
市
民
リ
ー
ダ
ー
か
ら
聞
こ
 
 

え
て
き
た
の
は
「
住
民
相
互
 
 

の
助
け
合
い
の
悪
貨
工
閤
は
 
 

い
う
発
想
が
 
 

必
要
だ
。
 
 
 

楯
大
麻
足
 
 

尾
町
で
高
齢
 
 

人
が
寄
り
添
い
、
助
け
合
 
 

い
、
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
。
 
 

こ
う
し
た
営
み
に
適
し
た
空
 
 

間
が
周
憲
さ
れ
た
と
き
、
住
 
 

民
相
互
の
助
け
合
い
や
在
宅
 
 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
よ
り
 
 

機
能
し
、
私
た
ち
の
満
足
度
 
 

も
高
ま
る
。
福
祉
に
は
「
最
 
 

適
空
間
」
と
 
 

五
十
世
帯
」
と
い
う
こ
と
。
 
 

そ
れ
以
上
に
な
る
と
多
過
ぎ
 
 

て
把
握
で
き
な
い
と
い
う
の
 
 

だ
。
 
 
 

サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
場
 
 

合
で
も
「
墓
地
商
」
は
存
 
 

在
す
る
。
 
 
 

最
近
読
ん
だ
本
に
「
人
口
 
 

七
手
人
く
ら
い
が
地
域
ケ
ア
 
 

を
展
開
す
る
の
に
最
も
都
合
 
 

が
よ
い
と
デ
ン
マ
ー
ク
人
は
 
 

考
え
つ
い
た
」
と
あ
っ
た
。
 
 

私
も
デ
ン
マ
ー
ク
を
訪
ね
た
 
 

が
、
福
祉
事
務
所
は
小
さ
な
 
 

地
区
に
分
割
さ
れ
、
権
限
も
 
 

福祉の最適空間  

社会福祉法人東北福祉会  

「せんだんの杜」地：掛値祉部長  

池田 昌弘  

下
ろ
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

日
本
の
七
千
人
規
模
の
自
 
 

治
体
で
活
蝕
す
る
複
数
の
民
 
 

間
団
体
の
職
員
か
ら
「
頭
の
 
 

中
の
地
図
上
に
サ
ー
ビ
ス
の
 
 

対
象
と
な
る
人
た
ち
の
顔
を
 
 

お
お
よ
そ
映
し
出
せ
る
」
と
 
 

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
 
 

る
。
日
本
で
 
 

供
給
す
る
側
 
 

と
し
て
は
最
適
な
（
帝
大
の
）
 
 

空
間
と
い
う
こ
と
が
膏
え
な
 
 

い
か
。
 
 

硯
在
、
埜
口
市
に
は
区
こ
 
 

と
に
五
つ
の
福
祉
等
務
所
が
 
 

あ
る
が
、
も
十
人
規
模
に
機
 
 

関
が
分
割
さ
れ
、
権
限
も
ー
 
 

緒
に
下
ろ
さ
れ
れ
ば
、
市
民
 
 

に
と
っ
て
は
よ
り
快
適
な
空
 
 

間
が
で
き
る
は
ず
だ
。
 
 
 

同
じ
団
地
で
あ
っ
て
も
年
 
 

齢
構
成
が
異
な
っ
た
り
、
都
 
 

市
化
の
進
み
具
合
に
よ
っ
て
 
 

意
識
の
速
い
も
あ
る
だ
ろ
 
 

う
。
ま
ず
は
、
地
域
の
実
情
 
 

に
合
つ
た
さ
ま
ぎ
ま
な
「
最
 
 

適
空
間
」
を
探
し
出
す
こ
と
 
 

が
、
仙
台
で
春
め
ら
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

も
、
こ
の
規
 
 

模
が
一
つ
の
 
 

サ
ー
ビ
ス
を
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三
年
ぶ
り
に
足
尾
町
を
訪
ね
た
。
銅
山
の
 
 

盛
ん
な
大
正
期
に
は
、
栃
木
県
内
で
宇
都
宮
 
 

市
に
淡
く
人
口
を
誇
っ
た
が
、
今
は
そ
の
＋
 
 

分
の
一
。
四
千
人
を
割
っ
て
、
高
齢
化
審
は
 
 

l
ニ
五
郡
を
超
え
た
。
 
 
 

（
」
の
町
に
は
、
見
過
ご
し
 
 

て
し
ま
う
よ
う
な
自
然
体
 
 

の
、
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
准
め
る
福
祉
サ
 
 

ー
ビ
ス
が
あ
る
P
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
取
材
し
 
 

て
み
る
と
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
う
な
ず
く
こ
 
 

と
ば
か
り
に
篤
く
。
例
え
ば
、
A
さ
ん
の
場
 
 

合
ば
l
し
う
だ
。
自
宅
を
訪
ね
て
来
る
方
に
気
 
 

持
ち
よ
く
帰
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
茶
 
 

や
漬
物
を
出
し
た
り
、
時
に
は
ご
飯
を
振
る
 
 

舞
っ
た
り
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
A
さ
ん
 
 

の
家
に
は
日
々
、
地
域
の
人
が
琴
つ
。
悩
み
 
 

を
打
ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
一
 
 

廟  

＿＿竺＿竺…  班
弘
 
 

菅
田
 
 
 

だ
田
 
 

冊
池
 
 A

さ
ん
が
世
襲
義
め
る
お
不
動
さ
ん
 
 

し
て
、
入
り
口
に
設
け
ら
れ
た
空
き
箱
に
思
 
 

他
人
を
批
判
し
た
じ
す
る
こ
と
ば
ご
法
曜
 
 

い
思
い
の
頓
を
入
れ
る
。
額
の
大
小
な
ど
で
 
 
 

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
る
中
で
A
さ
ん
た
ち
 
 

は
「
鵬
や
描
が
触
れ
合
う
く
ら
い
の
広
さ
が
 
 

い
い
。
広
々
と
し
て
い
る
と
歯
が
抜
け
た
よ
 
 

肌
m
㌍
摘
 
 

外
出
し
な
く
な
る
」
と
自
宅
や
お
不
撃
ん
 
 

を
好
む
。
 
 

店
聖
人
で
切
り
盛
り
し
な
が
ら
、
享
兄
 
 

の
必
要
な
人
の
見
守
り
を
し
て
い
る
B
さ
ん
 
 

は
、
「
困
っ
た
こ
と
は
な
い
か
と
た
だ
尋
ね
 
 

る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
積
極
的
に
聞
き
出
さ
な
 
 

い
と
本
当
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
ら
な
 
 

い
よ
」
と
い
う
。
現
在
、
朝
夕
に
訪
ね
る
家
 
 

が
七
好
も
あ
る
。
 
 
 

囲
っ
て
い
る
こ
と
と
は
、
他
人
に
楳
む
ほ
 
 
 

ど
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
考
え
て
し
ま
う
よ
 
 

ぺ
】
イ
】
い
 
う
な
些
細
な
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
段
ボ
 
 

ー
 ル
の
始
末
や
収
集
所
ま
で
の
ご
み
出
し
、
 
 

今
で
あ
れ
犀
胃
が
悪
賢
名
草
弓
 
 

B
さ
ん
は
故
に
代
筆
要
一
人
か
ら
引
き
受
け
 
 

て
い
る
と
い
う
。
 
 
 

足
尾
町
に
は
こ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
が
、
 
 

小
地
域
ご
と
に
存
在
す
る
。
毒
す
る
こ
と
 
 

は
、
撃
つ
人
た
ち
が
主
役
で
い
ら
れ
る
居
場
 
 

所
の
提
供
と
、
姦
が
必
要
な
人
へ
の
ま
り
 
 

げ
な
い
ね
手
伝
い
。
「
他
人
姦
し
な
い
」
 
 

そ
こ
に
は
、
制
度
化
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
 
 

ス
に
欠
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
仙
台
に
も
 
 

住
民
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
が
、
制
度
 
 

化
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
わ
き
に
追
い
 
 

や
ら
れ
が
ち
。
住
民
が
主
役
の
福
祉
サ
ー
ビ
 
 

ス
と
は
何
か
を
問
い
返
す
時
期
に
き
て
い
 
 

る
。
 
 
（
せ
ん
だ
ん
の
杜
・
副
社
長
）
 
 
 

が
唯
一
の
約
垂
」
と
。
だ
か
 
ら
、
だ
れ
も
が
瞥
瀞
、
き
し
 
 

て
い
る
。
 
 




